
 

 
 
 
 
 
 
◆ 「内容のまとまり」の考え方                        

数学科における「内容のまとまり」は、学習指導要
領の「第２ 各学年の目標及び内容」「２ 内容」に次
のように示されています。 
（例）第２学年  
「Ａ数と式」(1) 文字を用いた式 
「Ａ数と式」(2) 連立二元一次方程式 
「Ｂ図形」(1) 基本的な平面図形の性質 
「Ｂ図形」(2) 図形の合同 
「Ｃ関数」(1) 一次関数 
「Ｄデータの活用」(1) データの分布 
「Ｄデータの活用」(2) 不確定な事象の起こりやすさ 

 
◆ 内容のまとまりごとの評価規準の作成        
①学習指導要領に示された教科及び学年の目標を踏ま

えて、「評価の観点及びその趣旨」が作成されている
ことを確認します。 
※「評価の観点及びその趣旨」は、巻末の「学習評価等に関する参考資料のリンク集」

に掲載している「改善等通知」（別紙４ ６ページ）を参照してください。 
②各教科における「内容のまとまり」と評価の観点の

趣旨との関係を確認します。 
※〔知識及び技能〕は「知識・技能」、〔思考力、判断力、表現力等〕は「思考・判断・

表現」と対応しています。 
③観点ごとのポイントを踏まえ、「内容のまとまりごと

の評価規準」を作成します。 
※「観点ごとのポイント」は、巻末の「学習評価等に関する参考資料のリンク集」に掲

載している「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」小学校数
学（30 ページ）を参照してください。 

【第２学年「２Ｃ(1) 『一次関数』」の内容のまとまりごとの評価規準（例）】 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・一次関数につい
て理解している。 

・事象の中には一
次関数として捉
えられるものが
あることを知っ
ている。 

・二元一次方程式
を関数を表す式
とみることがで
きる。 

・一次関数として
捉えられる二つ
の数量について、
変化や対応の特
徴を見いだし、
表、式、グラフを
相互に関連付け
て考察し表現す
ることができる。 

・一次関数を用い
て具体的な事象
を捉え考察し表
現することがで
きる。 

・一次関数のよさ
を実感して粘り
強く考え、一次関
数について学ん
だことを生活や
学習に生かそう
としたり、一次関
数を活用した問
題解決の過程を
振り返って評価・
改善しようとし
たりしている。 

 

 
 
 
 
 
 
◆ 単元の評価規準の作成              

数学科においては、単元の目標と前述した「内容の
まとまりごとの評価規準」を基に、単元の評価規準を
作成します。その際、学習指導要領の内容における〔用
語・記号〕、［内容の取扱い］の各事項も含めて評価規
準を作成します。 

また、単元計画における学習指導の進め方との関係
で、「内容のまとまりごとの評価規準（例）」の一つを
二つ以上に分割して設定することや、学習指導で取り
上げる問題や教材等に即して設定することも考えられ
ることから、該当する学習指導要領解説（数学編）の
記述も参考に作成することが大切です。 

例示した第２学年「２Ｃ(1) 『一次関数』」は、学習
指導要領においては、学年の目標に「数学的に表現・
処理したりする技能を身に付ける」、〔用語・記号〕と
して「変化の割合、傾き」が示されていることから、
それらの内容に関わる評価規準を作成します。 
【第２学年 ２Ｃ(1)「一次関数」 単元の評価規準（例）】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①一次関数につい

て理解している。 
②事象の中には一

次関数として捉
えられるものが
あることを知っ
ている。 

③二元一次方程式
を関数を表す式
とみることがで
きる。 

④変化の割合やグ
ラフの傾きの意
味を理解してい
る。 

⑤一次関数の関係
を表、式、グラフ
を用いて表現し
たり、処理したり
することができ
る。 

①一次関数として
捉えられる二つ
の数量について、
変化や対応の特
徴を見いだし、
表、式、グラフを
相互に関連付け
て考察し表現す
ることができる。 

②一次関数を用い
て具体的な事象
を捉え考察し表
現することがで
きる。 

①一次関数につい
て考えようとし
ている。 

②一次関数につい
て学んだことを
生活や学習に生
かそうとしてい
る。 

③一次関数を活用
した問題解決の
過程を振り返っ
て評価・改善しよ
うとしている。 

 

数 学 
 数学科においては、数学的な見方・考え方を働かせながら、日常の事象や社会の事象を数理的に
捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形
成するなどの学習活動を充実することが大切です。 

〔用語・記号〕として、「変化の割
合、傾き」が示されていることから
④のような評価規準を設定し、ま
た、第２学年の目標に「数学的に表
現・処理したりする技能を身に付け
る」と示されていることから、⑤の
ような評価規準を設定します。 

「単元の評価規準」を基に、「指導と評価の計画」
を作成します（次ページの事例を参照）。「指導と評価
の計画」には、一単位時間ごとのねらいに合わせて、
「単元の評価規準」を割り振っていきます。その際、
単元のまとまりの中で観点別学習状況を適切に評価
できるよう、留意します。 
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◆ 学習評価に関する事例                                       
１ 単元名 

「一次関数」 
２ 内容のまとまり 
  第２学年 Ｃ(1)「一次関数」（全17時間） 
３ 単元の目標 

(1) 一次関数についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

(2) 関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現することができる。 
(3) 一次関数について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそ

うとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 
４ 単元の評価規準 
  ※前ページ【単元「一次関数」の評価規準（例）】を参照 
５ 指導と評価の計画（17時間）  ※網掛けは、評価したことを記録に残す場面 

時
間 ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ ・具体的な事象を捉え考察することを通して、問題の解
決に必要な二つの変数を取り出し、それらの関係を
表や座標平面上に表すことができるようにするとと
もに、一次関数の定義を理解できるようにする。 

①   行動観察 

２ ・いろいろな事象で二つの変数の関係をｙ＝ａｘ＋ｂ
で表すことを通して、事象の中には一次関数として
捉えられるものがあることを理解できるようにす
る。 

・小単元１の学習を振り返って、「学びの足跡」シート
に分かったことや疑問などを記述することを通し
て、その後の学習を見通すことができるようにする。 

②  ①
③ 

小テスト 
「学びの足
跡」シート 

３ ・２変数の関係を事象から一旦切り離して抽象化し、表
から式を求めたり、式から表をつくったりすること
を通して、一次関数の変化の割合について理解し、一
次関数の表の値から変化の割合を求めることができ
るようにする。 

・一次関数の二つの数量の関係を表す式、式の相互関係
を考察することを通して、一次関数の特徴を見いだし
表現することができるようにする。 

④ ①  小テスト 
行動観察 

４ ・一次関数の二つの数量の関係について、表の値からグ
ラフで表すことができるようにする。 ⑤   行動観察 

５ 一次関数の二つの数量の関係を表す表、式、グラフの
相互関係について考察することを通して、 
・一次関数の特徴を見いだし表現できるようにする。 
・一次関数の特徴に基づいて、グラフで表すことができ

るようにする。 

④
⑤ ①  

 
小テスト 
行動観察 

15 ・気温が標高の一次関数であるとみなし、富士山の６合
目の気温を予測することを通して、現実的な事象から
二つの数量を取り出し、理想化・単純化することによ
り、その関係を一次関数とみなして問題を解決するこ
とができるようにする。 

・小単元３や単元全体の学習を振り返って、「学びの足
跡」シートに分かったことや疑問、問題の解決に有効
であった方法などを記述することを通して、学習の
成果を実感できるようにする。 

 ②  行動観察 
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 ② 
①
②
③ 

小テスト 
行動観察 
「学びの足
跡」シート 

17 ・単元全体の学習内容についてのテストに取り組み、単元
で学習したことがどの程度身に付いているかを自己評
価することができるようにする。 

① 

～  
⑤ 

① 
②  単元テスト 

 

【POINT】 
ペ ー パ ー テ ス ト を

用 い て 評 価 を行 う 際
には、事実的な知識の
習得を問う問題と、知
識 の 概 念 的 な理 解 を
問 う 問 題 と のバ ラ ン
ス に 配 慮 す るな ど の
工夫改善を図ります。 

【POINT】 
「学びの足跡」シー

ト に は そ れ まで の 学
習で「分かったこと」
と「知りたいこと」な
ど を 記 述 さ せる こ と
により、一次関数の特
徴 の よ さ を 実感 し て
い る か な ど につ い て
評価し、各生徒への指
導に生かしたり、次の
小 単 元 の 指 導展 開 に
生かしたりします。 

【POINT】 
観点別学習状況の評価の総括については、それぞれの観点の特性に配慮するとともに、総括した結果をど

のように活用するのかを考え、記録に残した評価について、例えば「数値で表して合計は平均値などを用い
る」「一番多い評価を用いる」「単元の後半の評価を重視する」など総括の方法を考えます。 

【POINT】 
「 指 導 と 評 価 の 計

画 」 を 作 成 する 際 に
は、どのような評価資
料（生徒の反応やノー
ト、ワークシート等）
を基に、「おおむね満
足できる」状況（Ｂ）
と 評 価 す る かを 考 え
たり、「努力を要する」
状況（Ｃ）への手立て
等を考えたりします。 
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